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論文内容の要旨及び論文審査の結果の要旨 

 

 

論文題目： 視聴覚の物語叙述における登場人物 

 

 学位申請者 木下耕介 

 

 論文審査担当者 

  主査 大阪大学教授 永田靖 

  副査 大阪大学教授 片渕悦久 

  副査 大阪大学准教授 東志保 

                             副査 大阪大学准教授  中尾薫 

 

【論文内容の要旨】 

本論文は、映画、テレビ、演劇などの視聴覚の物語叙述（audiovisual narration）における登場人物（character）

の存在の様態とその物語媒体の形式と機能、および受け手に対してそれらの登場人物が持つ効果や機能について

の論考である。 

 本稿は全体を三部構成としている。「第一部：テクストのレヴェル」では、構造主義的テクスト分析のパラダイ

ムに則り、物語映画のテクストの構造と諸要素、諸技法に即した議論を展開している。第一章において、本論文全

体に通底する図式を明確にした上で、第二章以降において、登場人物の存在の様態にすでに多様性が見出される

ことが、俳優の演技様式の変遷の問題、語り手という修辞的技法の問題、手持ちカメラという視覚的技法の問題を

通じて議論される。 

次いで「第二部：観客のレヴェル」では、20 世紀の終わり頃から映画研究において起こった観客主体の「物語

理解」のモデルの構築を踏まえて、実際に映画作品に相対した観客の心的作業のレヴェルでの議論を、主に認知主

義の理論に則りながら、展開している。また、物語映画だけに留まらず、他の視聴覚の物語叙述の形態や非物語的

な映像への言及を行っている。具体的には精神分析理論由来の古典的な概念である観客の「同一化」の現象の再

考、またその現象と観客のアイデンティティの関係の捉え直し、および映像の「人称」概念についての議論が行っ

ている。「人称」概念は、単に言語学的なモデルを超え、情動と身体的反応の領域に関わる問題であることを確認

し、そのような人称概念の適用可能な映像が、物語映画以外にも見出せることを確認している。 

最後に「第三部：視点の転換」では、昨今の認知主義者の議論における二つの中心である、テクストと人間をめ

ぐる思考の相対化の作業を継承し、これらの思考に代わる新しい視点の提案を試みている。ここでは視聴覚の物

語叙述が観客をして、観客が生きる現実世界に対する理解の構築に寄与するという構築主義的な考え方の導入を

提案する。第一章ではニューメディア研究の知見を参照し、上述のコンピューター・ゲームをその内部に包含しう

る範疇としての「データベース」という形式と、伝統的な物語という形式との関係を再整理する。物語論の古典的

用語である焦点化概念とそれを支える記憶観の問題、登場人物と物語世界の（主観的時間と客観的時間の）二重の

時間性の問題、そして 20 世紀末以降急増したサイバースペースの表象とそれにかかわる観客の身体性の認識の問



題を扱うことによって、いかに観客の登場人物の構築と運用が、自身に関わる諸々の事象（記憶、時間、身体性）

の理解と相互依存的に行われているかが確認されている。また、インターネット上での観客の代理的表象、アバタ

ーの使用が我々の性格や行動様式に及ぼす変容の問題、並びに伝統的に複層化した表象を持つコンピューター・

ゲームのキャラクターの運用に関する問題を取り扱い、これまでの議論の枠組みの拡張を行っている。 

これらの全体の議論を通して、本論文では視聴覚の物語叙述における登場人物の存在と機能の領域をテクスト

の境界の外部へと拡大する観客／読者の営みについての理解を与えている。 

 

【論文審査の結果の要旨】 

 本論文に関する口頭試問は、2022 年 2 月 22 日（火）におよそ２時間にわたって行われた。本論文は、映画理論

研究として十分な先行研究の渉猟を行い、視聴覚の物語叙述における「登場人物」についての考え方の転換を試み

るものとして新しい考え方が提案されている点が評価され、同時に現代の映画理論研究として重要な貢献をして

いることが認められた。また単に映画だけではなく、視聴覚の物語叙述の現代的な形式である TV ゲームやインタ

ーネットなどのニューメディアなど各種の物語叙述の媒体をも射程に入れて、多くの理論的な観点を提出してい

る点、具体的には観客との同一化の問題、映像の人称の問題、データベースとのアナロジー、プロテウス効果など

の論点を提示していることも評価された。さらに、ここでは主として「古典的ハリウッド映画」がしばしば論究さ

れ、このジャンルの映画理論を土台の一つとすることで、映画研究全体に大きく影響力のあったこの規範的な考

え方に再考を迫るものとなっていることも本論文の成果と言える。論文全体を通して、およそ 1960 年代から今日

までの映画理論の主要な流れをほぼ網羅的に吸収しており、その映画理論の整理にも論述の多くが割かれている。

とりわけ認知主義的映画理論について極めて深く理解を示し、その主要な論客であるデイヴィッド・ボードウェ

ルの理論の不備を補う形でしばしば論述が行われてもおり、現代日本におけるこの領域での優れた成果であると

認められた。また、登場人物に関する反映論のモデルとする議論をも問い直しており、登場人物は、その特性こそ

が観客に影響を与える可能性をもつ「準自律的な現象」であることを示唆し得た点も功績であると認められた。映

画理論の隣接領域でもある演劇研究との接点も意識されており、とりわけ観客からの視点を踏まえた登場人物理

解の再検討を行い、従来の捉え方とは異なる登場人物の理解を導き出している点も、今日的な問題意識を反映し

ているとして評価された。 

問題点も指摘された。論文は全体として映画からニューメディアへという、時代的推移とともに議論の題材を

スライドさせているため、登場人物についての新しい観点の多くは論文後半のそのニューメディアについての議

論から提出されている傾向にあり、それが広く映画を含めた視聴覚の物語叙述にも妥当するのかどうかの検証が

やや希薄であることが指摘された。また物語映画の外部との関係の議論が重要であるにもかかわらず、非物語映

画であるドキュメンタリー映画やニュース映画についての言及が少ないこと、RPG のプレイヤーといわゆる俳優と

の類似性を前提としているのは認めた上で、両者の差異についての議論が不明瞭であることなどが指摘された。

また題目である「視聴覚の物語叙述」の語の定義に明解さを欠くこと、物語世界の外との関係に言及しているにも

かかわらず、物語世界の外に「登場人物」が関わる時の様相についても議論が不足している点、さらには作り手、

商業性、制作の政治性などの作品をとりまく文脈の議論が不足していることも指摘された。 

 しかし、これらの様々な問題点について、申請者は十分に、また的確に応答し、本論文の功績を揺るがせにす

るものでないことが認められた。これらのことを踏まえて、本論文を博士（文学）の学位にふさわしい価値を有

するものであると認定する。 


